
 

理学研究科 理学専攻  

博士前期課程 

教育研究上の目的 

本研究科の博士前期課程は、自然科学に関する基盤知識及びその応用能力を身に付け、グローバ

ル化社会における技術関連分野で中核となり得る人材の育成を目的とする。 

教育目標 

本学の教育目標及び本研究科の教育研究上の目的等を踏まえ、理学研究科博士前期課程では、

自然科学に関する基盤知識とその応用能力を身につけ、知識基盤社会における技術関連分野で中

核となり得る人の育成を、教育の最終目標としています。 

人類が持続可能な社会の実現に向けて、エネルギー、資源、環境などの困難な問題をグローバルな

規模で解決していかなければなりません。そのためには、問題の解決や技術の発展に積極的かつ粘り

強く取り組める能力や意欲を持つ人が求められています。 

本課程では、理学専攻の数学、物理学、情報科学、化学、生物科学からなる 5 領域において、本

学及び他大学の理系学部で学んだ基礎知識を基盤として、自然科学の専門基礎知識を体系的に修

得させる講義科目、またその専門基礎知識を使いこなすための演習・研究科目を通じて、科学技術の

現場での問題解決能力と、日本語のみならず英語による基礎的コミュニケーション能力を涵養すること

を教育目標として定めます。 

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針） 

本研究科の博士前期課程では、各領域のカリキュラムにおいて所定の単位を修得し、提出した修士

論文が審査のうえ合格と判定された者は、以下に掲げる能力を身につけていると判定され、修士（理

学）の学位が授与されます。 

 

１．自立した良識ある市民としての判断力と実践力 

（１）論理的で正確な日本語を用いて、自らの研究・考えを発表・討論し、文章化する能力を身につけて

いる。 

 

２．国際的感性とコミュニケーション能力 

（１）英語による基礎的コミュニケーション能力を身につけている。 

（２）専門に関わるテーマについての英文を理解し、英文で表現できる能力を身につけている。 

 

３．時代の課題と社会の要請に応えた専門的知識と技能 

（１）研究において直面する、現状の知識では解決の困難な問題について、作業仮説・方法論を立て解

決に取り組む力を身につけている。 

（２）社会の様々な技術の現場において、問題解決や技術の発展に積極的にかつ粘り強く取り組み、中

核となる意欲を有している。 

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

本研究科の博士前期課程では、理学専攻と各領域の専門基礎知識を基盤とした論理的思考力と表

現力を身につけ、理学専攻関連分野において教育･研究･開発の中核として活躍できるように、教育・

研究を通じて以下の能力を備えた人を育成するため、以下のようなカリキュラム・ポリシーを設定してい

ます。 

 

１．教育課程の編成・実施 

（１）専門基礎知識の修得のための授業科目を準備し、専門基礎知識を使いこなす実践を育むことに

重点を置いて「特別演習」及び「特別研究」を必修科目として設けています。また、専攻の枠にとらわ



 

れずに学修、研究を進めるために、他専攻の履修科目を選択することもできます。国際化時代に欠

かせない英語教育に力を注ぎ、欧米の教科書、専門書や論文を読む力を養うとともに、会話力の向

上にも取り組んでいます。 

（２）国際化に対応するため、一部の授業を英語で開講しています。 

 

２．教育の方法と評価 

（１）教育、研究を円滑に進めるため、次のような方策を採っています。各年度初めに、研究計画書を作

成し、指導教授だけでなく２から３名のアドバイザー（副指導教授）による複数指導制度を設けていま

す。 

（２）TA(ティーチング･アシスタント)に就くことで、教育者として教育能力を高める経験を積む機会を用

意しています。 

（３）成績評価の厳格化を通じ、単位制度の実質化を達成しています。計画･遂行・発表を含む前期課

程内研究の中間審査および本審査を介して、さらには、学会発表実績を通して、研究課題解決能力

とプレゼンテーション・コミュニケーション能力の評価を行なっています。これらの評価は、公平性と厳

格性を期して、3 名以上の専門教員で実施するようにしています。 

（４）教育の質を保証し、学修成果を評価するためにルーブリックを定めています。 

アドミッション・ポリシー（入学者受入の方針） 

１．大学院教育によって培う能力 

（１）本研究科の博士前期課程では、理学専攻と各領域の専門基礎知識を基盤とした論理的思考力と

表現力を身につけ、理学専攻関連分野において教育･研究･開発の中核として活躍できる能力を備

えた人を育成します。 

 

２．本専攻の求める入学者 

（１）自然科学における専門分野の基礎学力を有する人 

（２）自然の摂理を理解・解明し、基礎的あるいは応用的観点から基礎知識の深化と研究を推進する意

欲のある人 

（３）英語で書かれた専門分野の教科書が理解できる程度の英語能力のある人 

 

３．大学までの能力に対する評価（選抜方法） 

（１）大学で培った英文の読解力と各領域の専門分野における基礎知識を評価するために、英語と専

門に関する筆記試験を行います。 

（２）研究能力を評価するために、口述試験を行います。 

 



 

理学研究科 理学専攻  

博士後期課程 

教育研究上の目的 

本研究科の博士後期課程は、自然科学に関する高度基盤知識及びその応用能力を身に付け、グロ

ーバル化社会において自然科学の進展に寄与し得る人材の育成を目的とする。 

教育目標 

本学の教育目標及び本研究科の教育研究上の目的等を踏まえ、理学研究科博士後期課程では、

自然科学に関する高度基盤知識とその応用能力を身に付け、自然科学の進展に寄与し得る人の育成

を、教育の最終目標としています。 

人類が持続可能な社会の実現に向けて、エネルギー、資源、環境などの困難な問題をグローバルな

規模で解決していかなければなりません。そのためには、社会の様々な現場において、自然科学専門

知識を基盤として現状の知識では解決が困難な問題にも積極的かつ粘り強く取り組める能力や意欲を

持つ人が求められています。 

本課程では、理学専攻の数学、物理学、情報科学、化学、生物科学からなる 5 領域において、博士

前期課程で学んだ専門知識を基盤として、論理的思考力と表現力を必要とする特別演習と特別研究

を通じて、自然科学の発展に貢献する能力、科学技術の現場で問題解決する能力、日本語・英語によ

るコミュニケーション・プレゼンテーション能力をも涵養することを教育目標として定めます。 

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針） 

本研究科の博士後期課程では、各領域のカリキュラムにおいて所定の単位を修得し、提出した博士

論文が審査のうえ合格と判定された者は、以下に掲げる能力を身につけていると判定され、博士（理

学）の学位が授与されます。 

 

１．自立した良識ある市民としての判断力と実践力 

（１）博士前期課程で培った研究能力をはじめとした様々な能力、特に研究課題そのものを設定する能 

力を身につけている。 

 

２．国際的感性とコミュニケーション能力 

（１）研究成果の意義を広い視野から捉えて公表できる能力を養い、独力で研究を進める能力を身につ

けている。 

（２）英語で論文を作成する能力を身につけている。 

 

３．時代の課題と社会の要請に応えた専門的知識と技能 

（１）研究の背景となる周辺分野との関連を広く把握して、研究成果に含まれる潜在的意義をも勘案す

る能力を身につけている。 

（２）社会の様々な技術の現場において、問題解決や技術の発展に積極的にかつ粘り強く取り組み、中

核となる意欲を有している。 

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

本研究科の博士後期課程では、理学専攻と各領域の専門基礎知識を基盤とした論理的思考力と表

現力を身につけ、理学専攻関連分野において、教育･研究･開発の中核として活躍できるように、教育・

研究を通じて以下の能力を備えた人を育成するため、以下のようなカリキュラム・ポリシーを設定してい

ます。 

 

１．教育課程の編成・実施 

（１）教育・研究は各指導教員による特別研究と特別演習の指導が中心となり、研究能力の更なる展開



 

を図り、独力で研究を進めることのできる研究者の育成に努めています。 

 

２．教育の方法と評価 

（１）教育・研究を円滑に進めるため、次のような方策を採っています。各年度初めに、研究計画書を作

成し、指導教授だけでなく２から３名のアドバイザー（副指導教授）による複数指導制度を設けていま

す。 

（２）TA(ティーチング･アシスタント)に就くことで、教育者として教育能力を高める経験を積む機会を用

意しています。 

（３）成績評価の厳格化を通じ、単位制度の実質化を達成しています。計画･遂行・発表を含む後期課

程内研究の中間審査および本審査を介して、さらには、学会発表実績を通して、研究課題解決能力

とプレゼンテーション・コミュニケーション能力の評価を行なっています。これらの評価は、公平性と厳

格性を期して、3 名以上の専門教員で実施するようにしています。 

アドミッション・ポリシー（入学者受入の方針） 

１．大学院教育によって培う能力 

（1）本研究科の博士後期課程では、理学専攻と各領域の専門基礎知識を基盤とした論理的思考力と

表現力を身につけ、理学専攻関連分野において、教育･研究･開発の中核として活躍できる能力を

備えた人を育成します。 

 

２．本専攻の求める入学者 

（１）自然科学における専門分野の確かな学力を有する人 

（２）自ら新たな問題を発掘し、それを解決する意欲を持ち、技術基盤社会において指導的役割を果た

し活躍することを目指す人 

（３）英語で書かれた専門分野の学術論文が読める程度の英語読解力を有し、論文を執筆できる程度

の英語作文力を修得する意欲のある人 

 

３．博士前期課程までの能力に対する評価（選抜方法） 

（１）博士前期課程の研究で培った英文の読解力を評価するための筆記試験を行います。 

（２）博士論文を書くことができる潜在的能力を評価するために、修士論文の内容に関する口述試験を

行います。 
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